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1.特 徴

高効率

ピンスポット専用に開発したショータークセノンランプUXL-7PRを 採用し、高効率
となりました。

・省エネルギー

高
~j」
率 Ⅲ小型軽量なスイッチング整流器を採用し、高効率クセノンランプと合わせ省エネル

ギー化されました。

・操作性の向上

理想的な重量パランス設計 (灯体パランス軸の移動)に より、バランスウエートを追加せず
にバランス調整することができ、移動性も向上しました。

も設置の配慮

フンタンチコネクタの採用により、結線が簡単になり、移動性もさらに向上しました。
また、スタンドに整流器を置く台が標準装備され、整流器のスペースが確保されました。

・安全性の配慮

灯体の本体ドア開閉セーフティースイッチを取り付け、安全にお使いいただくための配慮が
きれています。

`オブション

オプションとして、移動用折り星み式スタンド、灯体の転鶴防止フィャー取付支持金真など
を準備しています。

― ユー



2.安 全にお使いいただくために
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△ 警 告

● 演 出空間用の器具です。演出奎関の用途以外には、使用しないてください。
一般用照明器具として使用する製品ではありません。

● 高 電圧を発生する器具のため、弊社指定の使用条件で使用してください。

使用条件を厳守されないと、感電 火災の原因となります。

● 器 具の本体重をに見合ったスタンド(取付金具)を使用してください。
スタンド(取付金具)の選定を間違うと落下し、物的損害 けがの原因となります。

● 器 具の取付 設置には、可燃物と器具周辺面 (照射方向を除く)との最小距離を本体
表示及び取扱説明書に従って十分な距離をとって、取付けてください。

指定距離工り近すぎると、火災の原因となります。

● 集光形照明器具と被照射面の距離は、本体表示及び取扱説明書に従つて十分な距離を
とつてください。

指定距離より近すぎると、絞照射物の火災の原因となります。

● 器 具の使用角度に制限があります。本体表示及び取扱説明善に従つて正しく使用して

くださV 。`

使用角度範囲を超えると、器具の破損、ランプの破裂の原因となります。

● 器 具の取付 設置時,ま、電源コードを器具本体に接触しないように取付けてください。
接触していると火災の原因となります。

● 器具の●
‐
灯中及び消灯直後は、本体周辺を兼手で触れないでください。

本体周辺が高温のため、やけどの原因となります。

● カ ラーチェンジャ取付枠(フィルタホルダ枠)の押さえ金具を確実にとめてください。
押さえ金具を確実にとめないとカラーチェンジャ(フィルタホルダ)が落下し、物的
損害 けがの原因となります。

● カ ラーチェンジャ及びフィルタホルタは、適合品を使用してください。
カラーチェンジャ及びフィルタぶルタの破損 変形したものを使用すると落下し、物的

損害 けがの原因となります。

● 器具を分解したり改造しないでください。

故障・感電 火災の原因となります。

● 煙 がでたり、変な臭いがするなどの異常状態のままで使用すると、火災1感電の原因
となります。

● 異 常の時は、すぐに電源を切り、異常状態がおさまったことを確認してから原因を究明
してください。
容易に原因の究明ができない場合は、弊社に修理依頼をしてください。
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△ 注 意

1.住 用環境 ・使用条件について

0こ の器具は屋内用です。屋外で使用しないてください。

屋外て使用すると、感電 火災の原因となることがあります。

● この器具は最高周囲温度以下で使用してください。

破韻 変形 火災とランプの破製の原因となることがあります。

●湿気や水気のあるところで使用しないてください。

感電 火災の原因となることがあります。

● この器具及び電源ボックス(整流幕)は許容周囲温度内で使用してください。

ランプの不点灯や破損の原因となることがありま抗

●不安定な場所や燃えやすいものの近くで伺弓しないてください。

倒れたり 落 ちたりして、火災 けがの原因となりま曳

● ランプは、指定されたランプを使用してください。

指定以外 (適合しない)のランプを使用しますと、器具の破損 ランプの破裂の原因となります。

● この器具は紫外線を微放射しますので、長時間にわたり人体にあびないように注意してください。

2.取 付 ・設置について

●擦具の取付 設置前に必ず取扱説明書または注意書を良くお読みください。

また、お読みいただいた後は大切に保管し、必要な時に活用ください。

● 器具の取付 設置は、「舞台 テレビジョン照明技術者技能認定者」などの専門家が行つてくだ

さV 。ヽ

来熱者だけでの対応は間違いの原因となるおそれがあります。

● 据付施工は、電気工事士などの熟練者(専門家)が行つてください。

未熱者だけでの対応は間違いの原因となるおそれがありま丸

● 器具、電源ボックス (整流器)の取付・設置に方向性があります、本体表示及び取扱説明書に

従つて正しく取付てください。

指定以外の取付けを行うと、本体の破損や火災 けがの原因となりま曳

● 器具、電源ボックス (整流器)の取付・設置には、本体の転倒・落下防止を取扱説明書に従って

正しく取付てくださV、

本体が転倒 落下し、物的損害 けがの原因となります

0カ ラーチェンジャ取付枠にカラーチェンジャ等を装をする場合は、カラーチェンジャ取付枠の

許容重量に見合つたカラーチェンジャ等を使用してください。

器具本体の破損、カラーチェンジャ等の落下によって、物的損害 けがの原因になりま曳

● 電源ボックス(整流器)を重ね設置すると電源ボックス(整流器)の放熱により過熱状態になり、

機器の破損 火災の原因となりま曳

● 電源ボンクス (整流繕)はアース接続 (D種接地)してください。

アース接続をしないと感電 故障の原因となることがありま丸

3 使 用前の準備 について

●器具の償力前に必ず取扱説明書または注意書をよくお読みください。

また、お読みいただいた後は大切に保管し、必要なときに活用ください。

● 器具の使用前の準備は、「舞台・テレビジョンRg明技術者技能認定者」などの専門家が行つて

ください。

未熱者だけでの対応は間違いの原因となるおそれがありま曳

-3-



△ 注 意

● 電源接続は、取扱説明書に従つて確実に行つてください。

接続が不完全な場合は、接触不良により火災の原因となりま丸

●器具内部の鰤 緩衝材などを取り外して倒1してくださV、

残材があつた場合は、器具の破損 火災の原因となりま曳

● ランプの取扱いは、ランプの取扱説明=ま たは注意書をよくお読みください。

また、お読みいただいた後は大切に保管し、必要なときに活用ください。

● ランプの婆着は、ランプチャック及び高圧リード線端子日に確実に装着してください。

確実に装着されないとランプ。ランプチャック、スタータの破損の原因となります。

4.使 用方法について

● 器具を取扱う場合は、「舞台 テレビジョン照明技術者技能認定者」などの専門家が行つて

ください。

米熱者だけでの対応は間違いの原因となるおそれがあります。

● 器具 電源ボックス (整流幕)の取付に方向性があります。本体表示及び取扱説明書に従つて

正しく取付てください。

指定以外の取付を行うと、本体の破損や火災 けがの原因となることがありま曳

● 器具の取付には、器具本体の転倒 落下防止を取扱説明書に従つて正しく取付てください。

確実に取付けないと取付金臭等の破損により器具が落下し、物的損害 けがの原因となります。

● 電源ボンクス(整流器)を重ね設置すると電源ボックス(整流器)の放熱により過熱状態になり、

機器の破損 火災の原因となります。

● 電源ボンクス (整流率)はアース接続 (D種接地)してください。

アース接続しないと感電 故時の原因となることがありま汽             |

● カラーテェンジャ取付枠にカラーチェンジャ等を装若する場合は、カラーチェンジャ取付枠の

許容重量に見合つたカラーチェンジャ等を使用してください。

器具本体の破損、カラーチェンジャ等の落下によって、物的候害,けがの原因となりま曳

● 器具の安全シールド(レンズ、ガラス等)を取り外して使用しないでください。

ランプの破裂などにより破片等が落下し、火災・けがの原因となりま丸

●紙フィルタホルダは 適合品を使用し位置ずれに注意してください。

位置ずれがあると火災の原因となります。

● 地震などの天災の後、再使用前に「第台 テレビジョン照明技術者技能認定者」などの専門家が、

点検を行つてください。

未熱者だけでの対応rま聞違いの原因となるおそれがありま抗

5 保 守点検について

● 器具は、日常点検を実施してください。点検の結果、取扱説明孝に記載されている基準を

はずれている場合は、取扱Pt明子に基づき処置してください。

● 器具の点検(整備)は、「舞台 テレビジョン照明技術者技費認定者」などの専門家が行つて

ください。

末熱者だけでの対応は間違いの原因となるおそれがありま抗

● ランプ交換、部品交換、清掃等は、必ず電源を切つてください。

電源を切らないと感電することがありま丸

● 電源コード、技統器は日常点検し、点検の結果、取扱説明書に記栽されている基準をはずれて

いる場合は、取扱説明書に基づ吉処置をしてください。

感電 火災の原因となることがあります。
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△ 注 意

● 冷却ファンは、疾などでふさがつていないか日常点検し、清掃してください。

器具の故障 火災の原因となりま曳

● 安全シールドに亀裂がないか日常点検し、点検の結果、取扱説明書に記載されている基準を

はずれている場合は、取扱説明書に基づき処置をしてください。

ランプの破裂などにより破片が落下し、火災 けがの原因となりま汽

● ランプチャック、リフレクタは点検し、点検の結果、取扱説明きに記載されている基準を

はずれている場合は、取抜説明書に基づき処置をしてください。

感電`故障の原因となることがあります。

● ランプは点検し、点検の結果、取扱説明書に記載されている基準をはずれている場合は、

ランプの寿給です。取扱説明幸に従いランプを交換してください。

ランプの破裂、スタータ 整流器の故障、感電の原因となりま曳

● レンズの清掃は、レンズに傷をつけないように取扱説明書に従つて実施してください。

レンズの破損 けがの原因となりま丸

●器具のネジ猿は、振動等で綾む場合があり取扱説明書に基づき処置してくださし、

故障、落下による物的優害 けがの原因となりま曳

●挨や紙吹雪が摺まつたまま判質用しないてください。

火災の原因となりま曳

● ランプの取扱いは、ランプの取扱説明書または注意書をよくお読みください。

また、お読みいただいた後は大切に保管し、必要なときに活用ください。

● ランプは、指定されたランプを使用してください。

指定以外 (適合しない)のランプを使用すると、器具のは損 ランプの破裂の原因となります。

● ランプの装着は、ランプチャック及び高圧リー i→線端子日に確実に装着してください。

確実に装着されないとランプ`ランプチャック、スタータの破偵の原因となります。

● 交換部品は、弊社指定の純正部品を使用し、取扱説明書に基づき確実に処置してください。

藩具の機能劣化・故障・感電・火災の原因となりま曳

0日 常点検の他に弊社や専F弓家による定期点検を実施してください。

犠具の機能劣化・故障・感電・火災の原因となりま坑

6.保 管時について

●埃の多い羽〒や湿度が高い、結露しやすい環境に保管しないてください。

故障・絶縁不良の原因となりま抗

●安全シールドに損傷を与えないように保管してください。

安全シールドの効力をなくす原因となりま丸

●再使用するときは、点検を必ず行つてから使用してください。

感電 火災の原因となるおそれがありま丸
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3 本 体表示銘板 と表示内容

照明器具の本体に下記の銘板を表示してあります。
取扱いの時には、必ず内容を確認のうえ、安全にご使用ください。

(1)本 体表示銘板

1 用途表示

④

③ 通合ランブ

Q適 合ほ源ポッ

⑥ 最芭旦国j

@生録高ま面,

__0主 婆型往 _

⑤ 使 用角度範囲

最小照射距離

ヨ道 ■ 月

H母蛍日■を必,まんてから■■して下さい

ウシオライティング株式会社

<整 流器>

(2)表 示内容
⑥用途表示

②法定表示

③適合ランブ

④上部方向表示

⑤使用角度範囲

⑥最高周囲温度

O最 高表面温度

⑥最小照BI距離

③最小離隔距離

①本体質エ

①器具型名

0適合電源ポックス

⑬入力情報

①耐転倒性能

「演出空間用照明器具」であることを表します。
演出空間の用途以外では使用しないでください。

電気用品安全法の規定による 「製造事業者名」 「定格賢圧」 「定格,苫費電力」
「定格周波数」等を表示しています。

適合ランプを高品型名で表示しています。

照明器具の上方向を表示しています。必ず矢印の方向を上にして取付けてください。

基準方向に対する使用角度の計容範囲を表示しています。
許容範囲内で使用してください。

通常の使用状態で連続動作させてもよい最高周囲温度を表示しています。

使用角度範囲において連続点灯したときの外面温度の最高値を表示しています。

通常の連続点灯させたとき、被照射対象物 (黒色ポード)の 温度が 90度 に達する最
小距離を表示しています。

通常の連続点灯させたとき 可 係物 (黒色ポート)の 温度が90度 に達する最小距離
を表示しています。

付属品を含まない照明器具本体 (ランプを含む)質 量を表示しています。

型式名称を表示しています。

照明器具に適合した電源ボックスを表示しています。

入力電流に基づく入力情報を定格電流、始動電流及び定格電圧を表示しています。

耐新刊性能のクラスが、クラス1(床 面の傾斜が 6度 で転倒しないもの)で あること
を示しています。

<景 台 ス タジオ用照明器具>
XPS-700SR― 一~~

適合ヽ■本 タクス ,
型名 K s X― l o M H X C 0

駈曇規期8を LfEttか ら砲用して下さい

ウンオライティング林ゴ会社

00SW
uXL-7● 氏

く灯体>

0
ヽ
<■ 台 ス タジオ用照明補具>
K S X - 3 5 M H X C 3

S長魚そ窓f
X'S-70SSR用

イラオシウ

　
ｏ

ヶ
イ柄

くスタンド>

-6-



41機 器構成

① 灯 体…………………Ⅲ…………………………r… ……… 童Ps-706sR  ・
0 ス タンド…………………………………………………… STM― X4(固 定型)

STM― X(折 曇型)
① 電 源ポックス (整流器)…………………………………・KSI-35MHXC3
④ 適 合ランプ………………………………………………… UXL-7PR
O リ フレタタ………………………………・・Ⅲ…やす………… xPM-lPll
④ カ ラーテェンジャ■……………………………………… ICC-6XB-6〕

注)以 検、■源ボツクスを重流尋という。
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5.各 部の名称

(1)灯株 (XPS-700SR)

N0 名 称 部品N0 l10 名 称 部 品N0

1 アイリスシャッタ(X 12') 700SR-1 スタン ドアーム 790SR-16

2 カッタ(XC-7P) 700SR-2 1 7 スタン ド 700SR-17

3 カラーチエンジャ取付枠 700SR 3 整流器受け台 700SR-13

4 意ガラス 0 0 S R― カラーチエンジャ取付ネツ 700SR-19
5 点灯押しボタンスイッチ ,00SR-5 ズームハン ドル 700SR-20
6 本体■源スイッチ 700SR-6 ズーム調整ツマミ 700SR-21
7 焦点調整ハンドル 70,SR-7 六角穴付ツマミ 700SR‐22
8 操作用取手 ,00SR-3 2 3 前カバー 700SR-23
9 舟形固定板 700SR-9 後カバー 700SR-24

本体上下固定用ハン ドル 700SR-10 後 ドア 700SR-25

1 1 本体左右固定用ハン ドル 700SRⅢl バランス濁運用ボル ト 700SR-26
1 2 パイブ固定用ハンドル 700SRⅢ2 下 カバー 700SR-27
1 3 落下防止用リング 700SR-13 前カバー固定ビス 700SR-28

14 スタン ド固定ツマミ ,00SR-14 後カバー固定ビス 700SR-29

1 5 キャスタ 700SR 15 ヨー ド掛舶 700SR 3ヽ 0

-8-



(2)灯 体内部

名 称 部 品H0 名 称 部品N0
3 1 ズームレンズ (前玉) 700SR― 44 スプリング OSR-44
ズーム レンズ (後玉) 700SR-32 45 冷却ファン (3-20BF 6い ,66ミ R-45

ズームガイドシャフト 700SR-33 ドアスィッチ (AH71543) '00SR-46
ズームレンズ枠リミットリング '00SR-34 47 ナット(―極ランブリー ド擦固定) 700SR-47
スタータアッセンブリlSS-356RIl'00SR-35 4 8 ガイ ドブーリ 700SR-48
ランプ (UXL-7,Pl 700SR‐36 4 3 ズームブーリ 700SR-19

3 7 リフレクタ (XPM l卜 11) '00SR‐ 5 0 ガイ ドプーリ 700SR-50
リフレクタ固定杵 '00SR-30 5 1 ズームワィヤ 700SR-51
テャック 700SR-39 S2 ガイ ドブーリ ,10SR-52

ランブ左右調整ツマミ 「00SR-40 53 ズームスプリング 700SR-53

フンブ上下調整ツマミ 700SR-41 操作綴入力端子台 700SR-54
42 ランブ前後調整ツマミ 700SR‐42 ズームシャフト固定金具 700SR-55
43 チヤック締付レバー 00SR-43

-9-



(3)整 流器

KSX-35MHXC3

一一一０一８
日
８
中一一〕車一一一一ヨ
中昏
】

』一中皇
暮
暮
暮
中一一一一一一屋
８
一畳

言
邑
匡
ゆ重
富
忘
昼
畠
富

一豪
中］中暮
〕一魯
中や中一一一一一一暮
中一一

↓一，い０中暮
暮
暮
一一一車一，一一一喜
』一一

一』』一日
中い中⇔中↓一Ｂ
』↓一』暮
↓昏
中〕

０

い』一中Ｂ
暮
母
昏
一一一一一一〔一中８
中８

一一』一ヨ
暮
８
一一一一一一一一一畠
日
中８

一↓一↑一や中一暮
中〕一一一一一，０一一暮
一中一

一一一０中暮
塵
喜
〕中一中中０目
一⇔一畳
や

一【一ヨ
魯
暮
喜
中一一一一“』一中塵
屋
一

一，
暮
喜
ヨ
中自
喜
ヨ
ヨ
ヨ
暮
ョ
自
　
。
一

熙

N O 名称 N O 名称
ヽ 電源スイッチ lBSLl)(LBlSSKSl A「対075V・ll

-1 0Stり にB15SKSl AT 607ヽ5V―Rl

5 △カコネクタ (10Nl)的iR 020R1ヽ6」0い
6 直流電流計 伸 A}(16A/60M的

2 前面 ドア 7 電流調整器 (VR)(0  3 W  l l KΩ)
3 出カコネクタ (00 N 2 ) ( C  R  0 2 0 R‐22 - l S ) 8 ブラステック足
4 操作コネクタ (00N3)(CR-020R16S i助 9 取 手

10 ブラステックカ′ヽ一
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(2

61灯 体のセッティング

(1)設 置 場 所

灯体は、周囲温度 40℃ 以下の場所に設置してください。 ま た、可燃物との間を0 3111
以上離してください。灯体と被照射対象物との間は、3111以上雄してください。
火災の原因となります。

)箱 を開 ける

【灯体の箱を開ける】

箱を灯体の設置場所に運んでください。
箱を開けると、灯体,41n(本 体 ドア固定月ビス,六 角穴付ツマミ月)の 六角
います。
質量が35kgあ ります。落ときないよう注意して灯体を箱から取り出してく

【スタンドの箱を開ける】

箱を灯体の設置場所に運んでください。
箱を開けると、スタンド及びスタンドアーム (箱の中に入っています。),6n■ (本体左右 固定
用ハン ドル固定ビス)パ イプ固定用ハンドル固定i 落下防止ツング固定ビス)六 角 レンチが入っ
ています。
質量が 23と gあ ります。落ときないよう注意してスタンドを籍から取り出してください。

(3)ス タ ン ドの組 立 tS TM一 X4の 場合)

① ス タンドのパイプ固定用ハンドルをまわし (反時計方向)て ください。

② ス タンドのパイプを持上げ灯体を設置する高さにて、パイプ固定用ハンドルをまわし
(時計方向)′くイプを固定してください。

③ 落 下防止リング固定ビスを付属の6E回 六角レンチでゆる!めてください。

④ 落 下防止リングをパイプ最下部に移動させ落下防止ツング固定ビスを付属の6ェコ六角レン
チでしつかり固定してださい。

⑤ ス タンドのパイプをスタンドヘ差し込んでください。

⑥ パ イブ締付けビスを付属の6ココ六角レンチにてしっかり固定してください。

レンチが入って

ださい。

↓

細
　　差
一

Ｅ籾的‐‐‐‐＝＝「Ｕ

伸
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(4)折 り量 み 型 ス タ ン ド (STM一 Xの 場 合 )

スタンドを折り曇んで収納することができます。

頓式骨わす
スタンド裏

a)折 り畳 む場 合

① スタンドを倒してください.

② ス タンド足固定ノノをまわし、

③ ス タンド足固定金具をまわし、

④ スタンド足を畳んでください。

⑤ スタンド足固定金具をまわし、

⑥ スタンド足固定ノブをまわし、

b)使 用す る場 合

K

ゆるめてください。

スタンド足が動くようにしてください。

スタンド足の根元を押さえつけてください。

スタンド足の根元をしつかり固定してください。

してください。

築
スタンド裏 スタンド裏

① スタンド足固定ノノをまわし、ゆるめてください。

② スタンド足固定金具をまわしスタンド足が動くように

③ スタンド足を広げてください。

④ スタンド足固定金具をまわし、スタンド足の根元を押

⑤ スタンド足固定ノブをまわし、スタンド足の根元をし

⑥ スタンドを立ててください。

さえつけてください。

つかり固定してください。

スタンド裏 スタンド裏

基む

スタンド裏

スタン ド墓 スタンド裏

- 1 2 -



(5)灯 体 とスタン ドの組立

0 本 体左右固定ハンドルをまわし、ゆるめてください。

の スタンドアームをスタンドヘ差レ込んでください。

③ 本体左右固定ハンドルをまわし、スタンドアームとスタンドを固定してくださいt

④ スタンド固定ツマミをまわし、スタンドの設置住置に固定してください。

-13-



後 ドア

(6)ラ ンプの取付

②
外す

―
↑④外す

① 六角大付ツマミをまわし灯体後ドアを開けてください。

④ アイリスシャンタ,カ ツタの各操作レパー取手部をまわし各レバーより取り外してください。

③ 前カバー間走rス1後カパー固定ピスをまわし外してください。

④ 前カバー,後カバーを外してください。

③ ランプをランプ保護ケースより取り出してください。

注)必ず乾いた布などを慎用し、直接素手でランブに出れないでください。
万一触れた場合は、必す無水アルコールにて触れた部分を拭いてください。

⑥ チ ャック締付レバーを反時計国りにまわしてください。

付属リード韓固定ナット

外す 一 °
 ｀ 付属リー ド線接続増子

O ラ ンプのツード線接続端子に付属している付属リード線固定ナットをツード線接続端子より
取り外してください

ランブ

ランブ保護カバー

ランブ

-14-



①
l外
h_ド 報固定ナット

_学 /ス
プリング

_平 ワ ッシャ

―
①l聾計 ｀
｀``リード線接続端子

①
　
⑫

③ ランプの○側の日金をチャックにしっかり差込んでください。

③ チ ャック締付レバーを時計方向にまわしランプをしつかり固定してください。

① ツード線固定ナット,スプリング,平 ワッシャを取り外してください。

り‐ ド線接続端子を高圧リー ド線接続端子日にはめ込んでください。

スパナなどを使用し付属リー ド線固定ナット, スプリング,平 フッシャを高圧リー ド接続端子
日にはめ込み、リー ド線接続端子を手で外れない程度にしっかり固定してください。

注)ラ ンプのリー ド接続端子を固定する障、ランプのリー ド線を打体の金属面より出来るだけ遠さけ
て固定してくたさい。
遺ざけないと高Eリ ークによるランプ不点灯の原因となります。
ランプを秦手で触れないでください。
万―触れたを合は,必 ず無水アルコールにてはれた部分を拭いてくださぃ。
ラ ン プの +/― を確認 した 上 でラ ンプを取付 けて くだ さい。
十/― を逆に取付けたままでランプを点灯させると一瞬にしてランプが点灯不良になります。
ランプのチャック締付, リー ド接続端子がしっかり接続されていないと、接触不良が生じ接続
部分が焼 け、故障,火 災の原因となります。
ランプのリー ド接続端子に付属している付属リー ド線固定ナットは、仮設による使用の際使用
してください。

- 1 5 -



カラーテエンジヤ

①

(7)カ ラーチ エシジャの取付

① カラーチェンジャをltS包より取り出してください。

カラーフィルタ固定

取手

ル タ

③電 孫
す

④

(別途)

195mm

カラーフィ
固定リング

カラーフィルタ固定枠

取 手

② カラーフィルタ固定枠の取手部をつまみカラーフィルタ固定枠を取り外してください。

③ カラーフィルタ固定リングを取り出してください。

④ 直径185五 Itlくo18 5 1111El)に回ったカラーフィルタ (別途)をカラーチェンジャ
(オプション)にはめ込んでください。

⑤ カラーフィルタ固定サングをカラーチェンジャにはめ込んでください。

③ カラーフィルタ固定枠の取手部をつまみカラーチェンジ■こはめ込んでください。

カラーチエンジヤ
カラキ■)力固定ビス

,―,■ンシ ヤ酷

② カ ラーチェンジャ固定ビスをまわし過ぎて外さない
程度にまわしてください。

③ 灯 体のカラーテェンジャ取付枠に差込んでください。

③ 灯 体のカラーケェンジャ固定ビスをまわししかっり締め込んでカラーチェンジャを固定して
くださV 。ヽ

注)カ ラーテエンジヤ取付により、灯体の前後のバランスが変化します。
バランス調理が必要な場合は、 【P-26(o)灯 体のバランスを調整する場合】を参照して
ください。

〔_ブ
レ
ィカラーフィルタ固定リング

／
又
０

夕

　

　

，

カラーテエンジヤ
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71整 流器のセ ッティング

(1)セ ッテ ィング

設置場所は、周囲温度 40℃ 以下の場所に設置してください。
また、左右側面,後 面は壁や物から0 1n以 上離して設置してください。
内部冷却が不足しますと故障の原因となります。

(a)箱 を 開 け る

籍を整流器の設置場所に運んでください。
箱を開けると、整茄器,予 備とューズ (ガラス菅ヒューズ :250V3A,平 板ヒューズ i
250V 20A)が 入っていま汽
質量が 14と gあ ります。落ときないよう注意して整流器を箱から取り出してください。

(b)入 力 電 源 電 圧 の 設 定

本整流器は、入力電源電圧により設定する必要があります。

注)出 荷時■源切り換えは、LINE切 り換えスイッチを200V,TCHス ィッチを240V側

に設定 されています。

① 整流器の前面ドアを開けてください。

【入力電源電圧 100V/120V (主 10%以 内)の 場合】

② 100V LINE/200V LIND切 換スインチを 100V LINE側 に切 り換えて
くださV 。ヽ

100V/120Vタ ップ切換スイッチを入力電源電圧 10oVの 場合は 100V側 に,
120Vの 場合は 120V側 にそれぞれの八カ電源電圧に近い値に切 り換えてください。

00V系 で使用するも合は、必ず 100V用 入力■源コネクタを使用してください。

③

注 ),

囲a甲|▼
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【入力電源電E200V/220V/240V(± 10%以 内)の 場合】

②  100 V  L I N E / 2 0 0 V  L I N E切 換スイ ンチを200V  L I N E側 に切 ,換 えてく
ださV 。ヽ

③ TCHス イッチを、入力電源電圧が200Vの 場合は表示 200が ▲に来るように, 220V
の場合は表示 220が ▲に来るように, 240Vの 場合は表示 240が ▲に来るようにそれぞ
れ入力電演電圧に近い値に設定してください。

注)200V系 で使用する場合は、必ず200V用 入力■源コネクタを使用してくをさい。
200V系 で使用する得合は、必す接地問150V以 下となる単相 3線 式 200Vを 使用
してください。

(c)整 流器 受合 の使 用 に つ いて

整流器上部

中

●　
Ｔ“可

整流器受け台

ｍ
８

ｗ

(250V 20A)

灯体上部
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(2)設 置

電源がOFFに なっていることを確認した上で以下の作業を行つてください。

後面 :0 1m離 す
01 lR

離す

DO,‐フ
'ル
をPNCI S,5mド2・x5m

A…白 ,カス

日 黒 :マイナス

操作回路,7・,2,NeT 1 25mn!】 |・5m

〔 白 :スタータ

AC入力]ギ 2PNCT 2mm X3°  5m

陣嘲卜===言

〒言言F干

覇
==三 エ ー

ニ]一

‐惑源へ接続

い 。黒 :AI入力

怖
す
。
‐
離

Ｏ

　
②

③
　
④

①
　
②

箱からAC入 カケーブル (入力電涙ケープル)を 取り出してください。

AC入 カケーブル (入力電源クープル)の AC入 カヨネクタ (入力電源コネクタ)を 整流器の
入カヨネクタにしっかり接続してください。
AC入 カケーブル (入力電源ケーブル)の AC入 カコネクタ (入力電源ヨネクタ)の 外側の
リングを まわし (時計回り)し つか り接続してください。

②にて接続したAC入 カケーブル (入力電源ケーブル)を 電源に接続してください。

望流器の側面,後 面より強制換気を行つている為、壁面などから最低0 1111以上雄してく
ださい。

※現在、ケ‐ブルは、灯体に直横寝続されています。

③

④

⑤

⑥

ケー→ル瀬が入っている箱から操作回路ケーブル,DGケ ーブルを取り出してくだ さい。

操作回路ケーブルの操作回路ヨネクタを灯体下部のフンタッチヨネクタ (小)に しっかり接続
してください。
操作回路クーブルの操作回路ヨネクタの外側のリングをまわし (時計回り)し つかり接続して
くださV 。ヽ

DCケ ーブルのDCケ ーブルコネクタを灯体下部のワンタッチヨネクタ (大)に しっかり接続
してください。
DCケ ーブルのDCコ ネクタの外側のリングをまわし く時計方向)し つかり接続してください。

②にて灯体と接続した操作回路ケーブルの操作回路ターブルヨネクタを整流器の操作コネクタ
にしっかり接続してください。

③にて接続したDCケ ーブルのDGケ ーブルヨネクタを裟流器の出カコネクタにしつかり接続
してください。

灯体を水平付近または、上向きで使用する事が多い場合のみ接続ケーブルの保護の為に、
灯体に接続したケーブルをケーブル留め金具にて結束し、灯体に固定してください。
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E源 スイッチ

運転  受 ■
ランプ ランプ

8 1点

フ

灯準備 と確認

ンプを点灯する前に必す以下の確認を行つてください。

① 整 流器の受電を確認し、電源スイッチをONに してください。

注)整流器の電源を入力すると受■表示k17ンブが点灯します。

② 灯 体の本体電源スイッチのON側 を押してください。
受電表示ランプが消灯し、運転ランプが点灯します。

③ ラ ンプの十/― 権性をテスタにて確認してください。
前カバー.後 カバーを外し、 ドアスインチを押しながら、以下の操作を行ってください。

乙6角 を段そ脇遂落採融房格ギ留習とこど縄雲モ隼言是各響
側と○側ツ

ード線端子にテスタ

注)測 定値が一の値である場合は、DCヶ ―ブルの接続が+/― 逆に接続されていないか確認してく
ださい。
■匠は、DC130V以 上おt定指値です。

④ 前 カバー固定ビス,後 カバー固定ビスをまわし本体ドアをしつかり閉めてください。

注)ド アには ドアスイッチがつぃており、 ドアが開いている地合は、ランブ点灯できません。

③ 灯 体内の冷却ファンがランプを冷却しているか確認してください。
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91ラ ンプ点灯

灯体及び整流器めセッティングが全て完了したことを確認してください。

① 前 カバー,後カバーがしっかり閉じていることを確認してください。

注)カバーには、 ドアスイッチが付いています。確実に聞じないとランブ点灯できません。

② 灯体の電源スイッチがONに なっていることを確認してくだきい。

③ 灯体の点灯メイッチを押し、ランプを点灯させてくださぃ。

注)ランプ点灯中は、府体の検カバーを開けないでくたさい。
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101ラ ンプ電流の調

通合ランプ (UIL-7PR)の 適正使用電流憤は35A前 後です。
通正使用電流値に電流値を設定してください。

注)最 大連続点灯E流 値は、35Aで す。

FULL電 流 の 調 整 方 法

ランプが点灯していることを確認してください。

整流器の直流電流計積の電流調整器の輸棒を
一ドライバーにてまわし設定してください。
撰定値は、整流器の直流電流計に表示されます。

注)通 正使用電減に以上のほ流をランブに入力するとランブが寿命が短くなります。

直流電流計 電流調整器
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111光 学調整

(1)ラ ンブ調整

① 灯体のランプが点灯していることを確認してください。

② アイリスシャッタ,カ ンタの各レバーを動かし全開にしてくギさいo

③ ズームハンドルを動かし照射円を大き目に設定した後ズームハンドルをまわし固定してくだ
さヤヽ。

④ 焦点調整ハンドルをまわし照射円のビントを合わせてください。

⑤ 六角穴付ツマミをまわし後ドアを開けてください。

⑥ ランプ前後調整ツマミをまわし、照射円内に明るい部分を作つてください。

② ラ ンプ上下調整ツマミ及びランプ左右調整ツマミをまわし、照射円内の明るい部分を照射円の
中心に移動させてください。

ランプ前後調整ツマミをまわし、照射円の光の分布を任意に調整してください。

明るいlF分の中心がずれていた場合は、再度ランブ上下開整ツマミ及びランプ左右調整ツマミ
をまわし、明るい部分を照射円の中心に移動させてください。

③
　
③
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(2)リ フ レク.夕の調 整

ランプ爾整を行なっても光の分布が権度に不均等な場合,照 射円内の明るさが極度に暗い場合は、
ご使用を控えて弊社へ修理依頼を問い合わせください。

(3)7-ク 安定調整

ランプのアークが上または下に偏つている場合は、ご使用を控えて弊社へ修理依頼を開い合わせ
ください。

(4)フ ォー カス調整

灯体のズームハンドルの移動による照射円のビントのズレをできるだけ少なくなるように調整して
ください。

O 灯 体のランプが点灯していることを確認してください。

② ア イリスシャンタ・カツタの各操作レパーを動かし全開にしてください。

③ ズ ームハンドルを灯体後方に引いてください。

④ 焦 点葡襲ハンドルをまわし照射日のビントを合わせてください。

③ ズ ームハンドルを灯体前方に移動させズーム爾整ツマミをまわし照射円のピントを合わせて
ください。

⑥ ③ ～⑤の操作を数回繰り返し行い、ズームハンドルの移動による照射円のピントのズレを
出来るだけ少なくしてください。
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21各 部 の操作方法

1)灯 体 を動かす

(a)灯 体 を左右に動かす場合

本体左右固定用ハンドルをまわしゆるめてください。

b)灯 体 を 上 下 に 動 か す 場 合

本体上下固定用ハンドルをまわしゆるめてください。

使用角度範囲

― ~~15°

45・
上下に動かす

左右に動かす

本体左右固定用
ハンドル

本体上下固定用

ハンドル

-25-



c)灯 体 の バ ラ ンス を調整 す る場合

灯体を上下に動かす際、灯体の上下のバランスが悪く動かしにくい場合は、灯体アームを中心に
前後に動かしバランスを調整してください。

① 灯 体を水平にし本体上下固定用ハンドルを締付け固定してください。|

② バ ランス調整ボルトをまわしゆるめてください。

③ 灯 体をアーム中心に前後に移動させてください。

④ 灯体の本体上下固定用ハンドルをゆるめ、バランスをチェックしてください。
まだバランスが取れていない場合は、0,0を 行つて調整してください。

⑤ パ ランス議整が完成したら、パランス調整用ボルトをまわししっかり固定してください。

③
前後移動

本体上下固定用
ハンドル
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(2)ア イ リ ス シ ャ ッ タ (円 の 大 き さ を 変 え る )

灯体のアイリスシャッタレバーを左右に動かすことにより、照射円の大きさを自由に操作すること
ができます。

注)ラ ンブ点灯中アイリスシャッタのみを開じたままの状態を長時間終持するとランプの熱により
アイリスシャッタが携けシャッタの消耗が早まります。
アイリスシヤッタを開じた後出来るだけ早目にカッタを開じ、アイリスシャッタに直接熱を加え
ないようにしてください。

アイリスシャッタレバー

(3)カ ッ タ (光 を カ ッ トす る )

灯体のカッタレバーを左右に動かすことにより、光の照射′遮断を操作することができます 。

注)ラ ンブ点灯中アイリスシャッタのみを聞じたままの状態を長時間維持すると熱によリアイリス
シヤッタおt焼けシャッタの消耗が早まります。
アイリスシャッタを聞じた後出来るだけ早目にカッタを聞じ、アイリスシャッタに直接熱を加え
ないようにしてください。
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4)ズ ー ム 調整 く照 射 円の大 き さを調整 す る )

① 灯体のズームハンドルをまわし、ズ‐ムハンドルが自由に動かせる程度にゆるつてください。

② 灯体のズームハンドルの前～後に合せ照鮒円の小～大を制御することができます。

注)ズームハンドルの移動により照舶円のビントがズレてしまう場合は、P-24
【(4)フ ォーヵス調整】を参照してください。

(5)カ ラー テ エンジ ャ

① カ ラーチェンジャ内のカラーフィルタ粋レバーを下に押すことにより、任意のカラーフィルタ
が上に上がり光に任意の色をつけることができます。

② 他のカラーフィルタ枠レパーを下に押すことにより、現在上に上がっているカラーフィルタ枠
が下に下がります。

③ 全てのカラーフィルタ枠を下に下げる場合は、オールリセントレバーを下に押してください。

ズームハン

照射円

カラーフイル,枠 レパー

オールリ
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31終 了

以下の手順で使用終了の作業を行なつてください。

① 灯 体の本体電源スイッチのOFF側 を押しランプを消灯させてください。

② ラ ンプ消灯後、整流器の電源をOFFに せずランプ冷却の為最低5分問は冷却ファンを動作
させてください。

注)5分 岡整流器の電源をONに し続け、強制的にランブを冷却してください。

③ 重 流器の電源スイッチをOFFに してください。

注)必 ずランブ消Xr後の最ほ5分 開ランプ冷却を行なつた後に整流器の入力電源をOFFに してくだ
さい。

電漂スイッチ

本体E源 スイッチ
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4,メ ンテナシス

本製品を末長くご使用いただく為に、以下の作業を行なつてください。

注)必 ず整流器の人力電況をOFFに してから行なつてください。

1)レ ン ズ 及 び リ フ レ ク タ の 清 掃

ズームレンズ (前玉),ズ ームレンズ (後玉), ツ フレクタを乾いた柔らかい布で拭いてくだ

さV 。ヽ

注)強 く拭くとズームレンズ (前玉),ズ ームレンズ (後玉), リフレクタにキズがつく恐れがあり
ますので注意してください。

(2)ラ ン プの交換

ランプに以下の現象が現れたらランプ (寿命に近づいている)を直ちに交換してください。

` ラ ンプに変色,黒 化が生じた場合。
・ ラ ンプの電極 (一種)が 半日が溶けたように種端に丸まっている場合。
・ 照 射円にちらつきが生じてきた場合。
・ ラ ンプ点灯の際、ランプの電極間に高圧スパークが生じてもランプがなかなか点灯しない場合,
。 ラ ンプリー ド線接続端子に異常変色,焼 損が生じた場合じ

①
外す

羊

l③外す

① ア インスシャッタ,カ ッタの各操作レパー取手部をまわし、各レパーより取り外してください。

② 前 カバー固定ビス,後 カバー固定ビスをまわし、外してください。

③ 前 カバー,後 カバーを外してください。
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④ スパナなどを使用しリード線固定ナット,スプリング,平 フッシャをまわし、高圧ツード接続
端子 日より外 して くだ さい。

⑤  ラ ンプリード線接続端子を高圧リー ド接続端子日より外してください。

③  ラ ンプを落とさないようにランプを手で持ちながら灯体の後 ドアを開け、チャック締付ツマミ
を反時計方向にまわしてください。

②  ラ ンプをチャックより引き抜いてください。

③ 新 しいランプをランプ保護カバーより取り出してください。

注)必 ず乾いた実らかい布などを使用し、直接莱手でランプに触れないてください。
万―触れた場合は、必ず無水アルコールにて触れた部分を拭いてください。

ランブ

高Eリ ー ド壊接続端子ロ
ランブリー ド鵠
接懐蛸手

ランブ保護カバー

チヤック韓付 レバー
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◎ ラ ンプのリード線接続端子に付属している付属ツード線固定ナットを取り外してください。

① ラ ンプの○側の日金を若脱チャックにしっかり差込んでください。

① チ ャック締付レパーを時計方向にまわしランプをしつかり固定してください。

ランブ

付属リー ド擦固定ナット

付属リー ド線
接続端子
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① リ ー ド接続端子を高圧リ
ー ド線接続端子日にはめ込んでください。

① ス パナなどを使用しリー ド線接続端子固定ナット.ス プリング,平 フッシャを高圧リー ド線接
続端子日にはめ込み、リー ド線接続端子を手で外れない程度にしっかり固定してください。

注)ラ ンプのリー ド線接続端子を固定する際、ランプのリー ド線を灯体金属部分より出来るだけ遠ざ
けて固定してください。
遠ざけないと、高圧リークによるランブ不点灯の原因となります。
ランプを抹手で触れないでください。
万―触れた場合は、必ず無水アルコールにて触れたtH分を拭いてください。
ランプの■/― を確認した上でランプを取付けてください。
■/― を逆に取付けたままでランブを点灯させると一瞬にしてランプが壊れてしまいます。
ランブのリー ド線接続端子がしつかり接続されていないと、様触不良が生じ接続部分が続け,
故障, 火災の原因となります。
ランプ交換後はランブ調整を行なつてください。
(P-22【 (1)ラ ンブ調整】を参照してください。)
ランプのリー ド線接続端子に付属している付属リー ド線日定ナットrよ、仮設による使用の藤使用
してください。

①

高Eリ ード線を確端子ロ

鶏
高圧 リー ドほ技優出子ロ

(3)ラ ン プ 接 続 の 点 検

ランプを接続しているチャック, リー ド線接続部は、使用する前に必ず点検してから使用してくだ
さい。

注)テ ャックの締付おtゆがんている場合は、確実に締付てください。
リー ド環接続端子固定ナウトがゆがんでいる培合は、確実に持付てください。
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(4)ア イ リス シ ヤ ッ タの交 換

アイリスシャッタの動きが固くなったら、新しいアインスシヤンスと交換してください。

① アイブスシャンタ,カ ツタの各操作レパー取手部をまわし各レ′ミーょり取り外してください。

の 前カパー固定rス,後カバー固定ピスをまわし取り外してください。

③ 前カバー,後カバーを外してください。

④ アイリスシャンタ固定ビスをまわし外してください。

⑤ 動きが固くなつたアインスシャッタを取り外してくだきい。

①
外す

―

10外 す

アイリスシャッタ
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⑥ 新 しいアイリスシャンタをアイリスシャンタ固定ビスにて灯体に固定してくださV 。`

⑦ 前 カバー,後 カバーを灯体に取り付けてください。

③ 前 カパー固定ビス,後 カバー固定ピスをまわし前カバー.後 カバーを固定してください。

③ ア インスシャッタ,カ ッタの各操作レバー取手部をまわし各レバーに取り付けてください。

―

一チエンジヤのカラーフイルタ (別 途 )の 交換

ィルタ (別途)の 色が抜けてきたら、カラーフィルタ (別途)を 交換してください。
【(7)カ ラーチェンジャの取付】を参照してください。

アイリスシャッタ

l② 取り付ける
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15,故 障診断

機器に異常が発生した場合、以下の確認を行つてください。

現 象 原 因 点検 筒所 対 策

ランプを点灯しよう
としても電橿間に高
圧スパークが発生し
ない

Xr体の本体寝漂
スイッチお〔ON
になっていない

灯体の本体電源スイ
ッチのON/OFF
を確盟してください

灯体の本体憶源スイ
ッチをONに してく
ださい

整流器めt駒作し
1=いえ卜い

遵流器の電源スイッ
ッチのON/OFF
を確既してください

整流器の電源スイッ
チをONに する

灯体の左右の本体 ド
アの開閉を確観して
ください

灯体の本体ドアをし
っかり開めてくださ
い

スタータが動作
しない

灯体の点灯押しボタ
ンスイッチを押した
際 『バチパテ』とい
う言の有無を確認し
てください

盲がしない格合は、
スタータ全体を交換
する必要があります
音がする桟合は、ス
タータは正常です

スタータは正常に動
動作しているがラン
プが点灯しない

電気回路の推触
不良またrま断報
が考えられます

各部のコネク'■ び
端子台接続を確認し
してください

各部のコネクタ及び
端子台の接続を確実
に行つてください

ランプの寿命が
考えられます

ランブの電権間に高
圧スパークが発生じ
ている

新しいランブと交換
してください

整流器の直流電
流計の値が極瑞
ににい値である

整流器の直流電流計
の値が35A以 下で
あるか確理してくだ
さい

KSX-35MHX
C3の 場合は、電流
濁重器の舶帯をまわ
し直流電流値を35
A以 下に設定してく
ださい。
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16.日 常点検項目と修理依頼

日常点検は、ご購入頂いた照明器具の性能維持と操作の安全を確保するために必要です。以下の日吉点検
チエンクリストに基づき日常点検を励行され、安全に十分ご留意の上ご使用ください。
日常点検チェンクリストに基づいて点検した結果、修理依頼が必要な場合は ご 使用を控えて弊社までお

問い合わせください。
また、以下の場合は直ちにご使用を中止し、弊社へ修理依頼をお問い合わせください。

●点灯中に灯体内の1つ あるいは全ての冷却ファンの回転音がしない。
●点灯中に灯体内のスタータの動作音 ("チ チ ・, "と いう音)が する。
●点灯中に整流選内の冷却ファンの回転音がしない。

●点灯中に整流器が異常者を発生する。
●点灯中に整流器の電流計がlA以 上の範囲で振れる。

日常点検チェック リス ト

日 常 点 検 項 目 処 置 内 容

1  ス タン ド 曽掛め 交換 清掃 調整 ほ碧ほ霞

(1)スタン ドの異常変形、損傷はありませんか O

(2)キャスタの異常変形 損 傷はわりませんか 〇

(3)キャスタの検みはありませんか O

(4)スタン ド固定ツマミの締め付けに異常はありせんか O

(5)答麿縁序豊啓毒茶
るノくイプ固定用ハンドルの動作、締め付けに異 O

(6)落下防止リングに変形、損傷はありませんか O

(7)落下防止リングの締め付けに異常はありませんか O

(3)角度調整部 (灯体の上下左右)の 動作、締め付けに異常はありま
せんか

0

(9)転倒防止ワイヤ支持軸の押さえ金具に変形、損傷はありませんか C)

(10)ネジ壕に線みはありませんか 〇

2 ラ ンプ 増第b 交換 清掃 調整
‘
輌
ム
Ｆ

1 )ランプに変色 黒 化はありませんか C)

(2)ランプの電極 (―極)力舌半日が溶けたように極端に丸まっていま
つていませんか

O

(3)ランプリー ド線接続端子に異常変色、焼損はありませんか O

(4)ランブがランプチャンクに確実に装宕されいますか 0

(5)リフレクタに対してランブ調整 (上下左右)力【極端にすれていま
せんか

C)

(6)ランブ調整機構の動作、縮め付けに黒常はありませんか O

3  灯 体 は常b 交換 清掃 調整 は呂は編
(1)転倒防止ワイヤ支持軸の異常変形、損傷はありませんか O

(2)灯体に異常変形、損傷はありませんか O

(3)窓ガラスにひび害Ⅲれ、損傷はありませんか O

(4)カラーチェンジャ取付枠に変形、損傷はありませんか O

(5)カラーチェンジャ取付枠の取付金具に変形、損傷はありませんか C)

(6)カラーチェンジャ等に破損、変形はありませんか O

(7)カラーチェンジャ等は確実に取付られていますか O

(3)操作ケーブル DCケ ーブルに変色 亀 製 変 形はありませんか C)

(9)ワンタッチコネクタの接続部に変色、焼損はありませんか O

(10)フンタンチヨネクタに綾みはありませんか 〇

(11)ワンタッチヨネクタの着脱状態は良いですか 0

(12)ズーム調整機構の動作に異常はありませんか 0

(13)アイリスシャッタの動作に異常はありませんか O

(14)カンタの動作に異常はありませんか O

(16)レンズ (前玉/後 玉)、 リ フレクタは汚れていませんか O
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日 常 点 検 項 目 処 置 内 容
3 灯 体 皆宮j 交換 清掃 調整 ほ【【言
(17)レンズ (前玉/後 玉) リフレクタに殻損はありませんか O

(13)キットベーク板にひび害Ⅲれ、焼損はありませんか ∩

(19)アーク安定マグネットに燦みはありませんか O

(20)灯体内に塵や紙吹雪はありませんか l l

(21)本体カバー 本 体 ドアは日定ビスで確実に取付られていますか O

(22)ネジ類に族みはありませんか O

4 整 流器 (KSX-35MHXC3) 営白b 交換 清掃 調整 け習な宮
(1)整流器の異常変形 損 傷はありませんか (D

(2)吸気口および排気回は0 1ぃ 以上の問隠が空けられていますか O

ヵヽ
ド
ん
一
せ
ヨ
ま
源
り
電
あ
力
は
入
形
め 操作ケーブル、DCク ーブルに変色、亀裂、変 O

(4)ワンタンチヨネクタの接続部に変色、院損はありませんか O

(5)ワンタッチヨネクタに綻みはありませんか O

(6)ワンタンチコネクタの着脱状態は良いですか (∋

(7)吸気日及び排気口に塵や紙吹雪Fまありませんか O

(3)ネジ類に経みはありませんか (D

定期点検のお勧め

使用期間における経年変化または、ご使用状況によっては消耗、劣化する部品や絶縁の低下がありま
すので、専門技術者による定期点検をお勧めします。定劾点検については、弊社へお問い合わせ願いま
す。弊社の専門技術者がお向いまします。

修理依頼について

日常点検チェレクリストに基づいて点検した結果 修 理依頼の必要がある場合 お よびその他の異常
がある場合は弊社へ修理依頼をお願いします。弊社の専門技術者がお伺い致します。また、修理依頼さ
れる場合は、異常状態の確認 変 換部品選定のため、次の点についてお開かせください。

●ご購入年月日

●ご購入先代理店名

●灯体 (後ドア)及 び整流器 (前面 ドアまたは右側)の 型式 シ リアル番号
●ご使用状況及び異常状態の詳細 (取扱説明書に記載の部品NO)

注意 !1 1 必 ず入力電源を切り (ブレーカ等)、 整流器の電源スインチ、灯体の本体電源スインチを
OFFに してから点検を行つてください。
2 手 や腕に貴金属や精を機器を身につけて作業しないでください。
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外観寸法図 (XPS二 700SR)
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灯体内部配線系統図
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KSX-35MHXC3(回 路図/外 観寸法図)
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KSX-35MHXC3(部 品明細表)

N O 部品番号 部 品名 型式/定 格値 数室

1 Fl, 2 ヒユーズ 6千Y-20A 250V 2

2 F3, 4 ヒューズ 3A250V32-746 2

3 D A 直流電流計 491/60MV 1

4 S H 分流器 40A/60MV 1

5 Sl スイッチ S-32 3PD「 1

6 S 2 スイッテ S-2B lPDT 1

7 BSLl 療光式押ボタン L815SKSl AT-507-W 1

8 BSL2 照光式押ポタン L B i S S K S l  A T - 6 0 7 R i

9 TCH タップ切換畢 S-32875 1

1 0 M C 電磁緩触器 AC100V 1

1 1 THS 温度スイッチ 99的OFF 1

1 2 V R 可変抵抗器 03V 10K Q 1

1 3 Rl 抵抗器 10W 10Ω J

1 4 R4, 5 抵抗器 20W  150 2

1 5 R 7 抵抗器 3W    10Q 1

1 6 R 3 抵抗需 30W  3000 J

1 7 01, 2 コンテンサ 250V 0022μ  F 2

1 8 C 3 コンデンサ D0600V 0 1〃 F 1

1 9 C6, 7 コンデンサ D0600V 0056 μ  F 2

2 0 C 8 コンデンサ A0290V  4″ F 2

21 C9, 10 コンデンサ 00609V 0056 rt F 2

2 2 C12,13 コンデンサ 250V 0022メ F 2

2 3 0 1 4 コンデンサ 1200V 0 1″ F 1

2 4 C15 コンデンサ 1

2 5 Q トランジスタ eM30DY H 30A 450V 1

2 6 Dl ダイオー ド 600V25A 1

2 7 D2, 3 ダイオー ド 400V 30A 2

2 8 TRIAC トライアック T125660A 1

2 9 FAN 冷却扇 AC100V J

3 0 Tl 変圧器 1

31 T 2 変圧器 1

3 2 T 3 変圧器 1

3 3 L打 リアク トル 1

3 4 PCl プリント板 PH‐487A 1

3 5 P 0 2 プリン ト板 P‖ヽ471 1

3 6 PC3 プリン ト板 P‖-470 1

3 7 CONl コンセン ト 01R-020R-16打OP 1

3 8 CON2 コンセン ト |IR-020R-22-lS 1

3 9 CONe コンセン ト 61R‐020R―,6S-lS 1

4 0 ARSl, 2 避雷器 「llR153F471K 470V A1 300V OI 2
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転倒防止ワイヤー取付支持軸の取付方法 (オプション)

① 現行の本体支持FEl(灯体左右の2個)を取り外してください。

注)灯体がスタンドより藩下しないよう灯体を押さえながぢ行つてください。

② 付属の転倒防止フイャー取付支持軸を取付てください。 (灯体左右の2個)

注)灯体がスタンドより落下しないよう灯体を押さえながら行つてください。

③ 転倒防止ワィャーを転倒防止フィャー取付支持軸に固定してください。

注)転倒防止ヮイヤーは、3mm以 上の大きのものを使用してください。

取外す
本体支持拍

② 取 付ける

転倒防止ワイヤー

取付支持軸

転倒防止ワイヤー固定
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17 主 な仕様―

機 器 構 成 主 な 仕 様

灯体型名 X P S - 7 0 0 S R 最高周囲温度 4 0℃

最高表面温度 72℃

最小照射雄| 31ゃ

最小離隔距十 0  3 m

使用角度範囲

15'

ケーブルおよび
接 続

DC'=フ
・
ル:2,MC「5 5mm2x2CX5mヒ ーム]ネク'付

操作ケ
ーフ
・
,レ:2PNCT1 25mttX6CX5mと

・―ム]ネクタ‖

本体質量 35燈

本体寸法 H330XW333XDl169冊 Π

照度データ

ス
・―ムと:2は班士

照射距離 最小照射径 療 度

1 0 m 1  0m 12 000 X

1 5 m 1  5 1コ 5 300 X

2 0 m 2  0 m 3 000 X

2 5 m 2 5m 2 000 X

3 0 m 3  0  r n 1 350 X

騒 音 距離 lm 45dB以 下

材  質 アル ミ鋒物と 板製

塗装色 (つt姫) A4ド,前冨力′ヽ
・―:5Y7/2

上触はい 10 Y R 3 / 2 (カ ミ)

適合ランプ U X L - 7 P R 点灯電圧 DC19V(+3V/-lV)

定格消費電力 6 6 5 W

定格電流 D035A(鄭 翻鯛 25～ 35A)

掌半 = 2 1 1  0 0 0  1  r n

色温度 約 6.  0 0 0 K

冷知方法 首相空冷4～ 6m/s

昏費取付ランフ 平均景命 1 , 0 0 0 H

適合電涼ボックス

(整流器)

K S X - 3 5 M H X C 3 や格雷圧 営湘loOV/200Vとヽ 0略
う菖替 奮 カ 960け(200VttMAXi1 8kVn
や格膚波数 50/60Hz

入力電流※ H 16A(14A)100V営 ′9A

大出力]―卜
jり
ほ塩 ビームコネクタ接続

質  量 14k「

寸 法 H195XW305XD405「 m

塗装色 正面:N-7 0(マンセ,晴D  正面以Vl:N D O

スタンド
(固定型)

S T M― X 4 材 アルミ鋳物と鉄パイブ

質 量 2 3kg

寸  法 H924～ 1557X‖ 664XD623■ In

塗装色 (7ンコ崎 10YR3/2("・ ミ)

スタンド
(折畳型)

S T M一 X 材  質 アルミ銭物と鉄パイプ

質 量 1 0kg

寸 法 H710～ 1210XW300XD700『 m

塗装色(つtl嵯) 10YR3/2(力
・
ミ)

※ 1:( )内 は始動電流 (突入電流)
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ウシオライティング株式会社

東京本社

大阪支店

名古屋支店

福田営業所

干104-0032 東 京都中央区八丁郷 2-9-1
秀和束八重洲ビル 5F

TEL 0 3(3552)8264個

〒532-0011 大 阪布淀川区西中島5-13-9
新大阪MTビ ル 1号館 4F

TEL 0 6 (6 88 6) 2 6 2 2tS

〒461-0002 名 古屋市東区代宮町39-17
廊島貿易ビル 7F

TEL 0 5 2(936)1 2 5 5tB

〒812-0016 福 岡市博多区博多駅南 1-8-12
博多駅南MTビ ル 4F

TEL 0 0 2(411)5945間


